
作成例
中津市内の小学校より提
供いただいた様式例をも
とに記入例を作成しまし
た。

目標達成に向けて具体
的な手立てを位置づけま
す。専門的な見地からの
助言を参考にしたり、校
内委員会や当該児童生
徒に関わる教員間で意
見交換したりして組み立
てるといいのではないか
と思います。

児童生徒の変容や手
立ての効果を記述し
ますが、「支援の方
法」の欄の各項目に
○△や朱書き追加、
見え消しを入れる方
法も考えられます。そ
の場合この欄には児
童の変容のみ記入と
なるでしょう。

目標設定にはその背景
（困りの程度・要因）を解釈
した上で実態にあった目標
設定が必要です。

本人または周囲・指導上
の困りを記入しています。
その背景まで分析できれ
ば記述するとよいです。

やってみてNG支援だった場
合や、もう必要でなくなった支
援は削除せず、このように見
え消しで残しておくと、次年度
指導にあたる際に二度手間
にならなくてよくなります。そ
の成果や変容は評価に記述
を残すとよいです。

記入例の内容は新学習
指導要領解説の国語編
ｐ160、算数編 ｐ327を参
考にして例を作成しまし
た。「指導計画作成上の
配慮事項」の項の「○障
害のある児童生徒への
配慮についての事項」を
みると、配慮例が示され
ています。

！この様式は学習支援
が必要な児童に対する
計画のあくまでも一例
です。困りの実態に応
じて活用しやすい形で
作成することが大事で
す。


